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１．概要

• １号機放水口モニターの検出器については，経年劣化の対策として，メ
ーカー推奨の交換頻度である１５年よりも前に更新するよう管理してい
る。
（第１７２回女川原子力発電所環境調査測定技術会（２０２５年５月１５日）で説明済み）

• そのため，２０２６年度に検出器全４台（内予備２台）の更新を計画して
おり，詳細工程については決まり次第，別途ご報告する。

• また，検出器更新に伴う調査レベルの再設定については，「測定機器
更新に伴う調査レベル設定の取り扱いについて」（平成５年度）に準拠
するが，検出器更新前後の差異等を考慮し，次ページのとおり設定し
たい。
なお，本設定方法は，２０２２年度の１号機仮設放水口モニターの調査
レベルの設定方法を参考にしている。
（第１６０回女川原子力発電所環境調査測定技術会（２０２２年５月１８日）で説明済み）
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運用開始
する四半期

２０２６年 ２０２７年

調査レベル 調査レベル

３

現在の
運用

第３四半期 第４四半期 通年

過去２年度の平均値
＋

過去２年度の
標準偏差の３σ

過去２年度の平均値
＋

過去２年度の
標準偏差の３σ

２０２６年度第４四半期の平均値
＋

２０２５年度の標準偏差の３σ

今回の
確認内容

第３四半期 第４四半期 通年

試運用
（１ヶ月程度）

試運用期間の平均値
＋

試運用期間の
標準偏差の３σ

試運用期間の平均値
＋

試運用期間の
標準偏差の３σ

２０２６年度第４四半期の平均値
＋

検出器更新後（２０２６年度）の標準偏差の３σ

４

現在の
運用

第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２～４四半期

過去２年度の平均値
＋

過去２年度の標準偏差の３σ

過去２年度の平均値
＋

過去２年度の
標準偏差の３σ

第１四半期の平均値
＋

過去２年度の
標準偏差の３σ

今回の
確認内容

第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２～４四半期

試運用
（１ヶ月程度）

試運用期間の平均値
＋

試運用期間の
標準偏差の３σ

試運用期間の平均値
＋

試運用期間の
標準偏差の３σ

第１四半期の平均値
＋

検出器更新後（２０２６年度）の
標準偏差の３σ

２．調査レベルの設定方法について

• １号機放水口モニターは，Ａ系とＢ系の２系統あることから，並行測定（片系で通常ど
おり監視しつつ，もう片系を１ヶ月程度試運用）して，そのデータを用いて調査レベルを
設定した後に運用開始する。

• なお，来年度に定期点検で予備の検出器に交換する際も同様に調査レベルを設定し
てから運用開始する。
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第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通年

過去２年度 第２四半期

の平均値 の平均値 更新翌年度の平均値

＋ 同左 ＋ 同左 ＋  

過去２年度 過去２年度 更新翌年度の３σ

の３σ の３σ

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通年

過去２年度の 　 第３四半期の

平均値 平均値

＋ 同左 ＋ ＋

過去２年度の 過去２年度の 更新翌年度の３σ

３σ ３σ

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通年

過去２年度の

平均値

＋ 同左 ＋

過去２年度の 更新翌年度の３σ

３σ

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２～第４四半期 通年

過去２年度 過去２年度

の平均値 の平均値 更新翌年度の平均値

＋ ＋ ＋ ＋  

過去２年度 過去２年度 過去２年度の３σ 更新翌年度の３σ

の３σ の３σ

  (注）調査レベル設定の取り扱い方針については平成５年度に設定。

測定機器更新に伴う調査レベル設定の取り扱いについて

更　新
更新した年度 更新の翌年度 更新の翌々年度

四半期 調査レベル 調査レベル 調査レベル

１

通年

更新年度の第２～第４四半期の平均値

＋  

更新前年度の３σ

２

通年

更新年度第３～第４四半期の平均値 更新翌年度の平均値

＋

更新前年度の３σ

３

通年

更新年度第４四半期の平均値 更新翌年度の平均値

＋

更新前年度の３σ

４
第１四半期の平均値

参考


